
人
口
減
と
戦
う
徳
島
の
現
状
と
課
題

少
子
高
齢
化
と
と
も
に
人
口
減
は
、
日
本
社
会
が

直
面
し
て
い
る
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
私

た
ち
が
思
っ
て
い
る
よ
り
は
る
か
に
速
い
速
度
で
進

行
し
、
徳
島
の
よ
う
な
地
方
に
行
く
ほ
ど
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
今
取
り
組
む
べ
き
は
、
そ
の
よ

う
な
人
口
減
が
続
く
社
会
の
姿
を
正
確
に
把
握
し
、

未
来
の
姿
を
リ
ア
ル
に
想
像
し
、
そ
の
想
定
に
基
づ

い
て
立
て
た
対
策
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ

る
が
、
私
た
ち
に
残
さ
れ
た
時
間
は
決
し
て
長
く
は

な
い
。
こ
こ
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
徳
島
が
で
き
る
こ
と
を
検
証
し
て
い
く
。

徳
島
が
直
面
し
て
い
る
現
状

徳
島
県
で
は
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
除
き
、

１
９
８
８
年
の
８３
万
６
０
０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
人
口

が
減
少
に
転
じ
、
２
０
１
９
年
４
月
で
は
７３
万
１
０

０
０
人
と
な
り
、
４０
年
後
の
２
０
６
０
年
に
は
合
計

特
殊
出
生
率
や
社
会
動
態
な
ど
で
あ
ら
ゆ
る
施
策
を

講
じ
て
も
な
お
１０
万
人
以
上
減
少
し
、
約
６０
万
人
強

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
１
９
９
４
年
か
ら
は
、

自
然
動
態
も
減
少
し
て
お
り
、
近
年
の
出
生
数
は
、

死
亡
者
数
の
半
数
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
若
者

の
県
外
流
出
も
止
ま
ら
ず
、
問
題
は
一
層
深
刻
に
な

っ
て
い
る
。
最
新
の
デ
ー
タ
で
は
、
県
内
の
高
校
生

で
大
学
へ
進
学
す
る
者
の
う
ち
６３
％
が
県
外
の
大
学

へ
、
県
内
の
大
学
生
の
う
ち
５９
％
が
県
外
企
業
へ
就

職
し
て
い
る
と
い
う
数
字
が
あ
る
。
若
者
の
県
外
へ

の
流
出
は
徳
島
経
済
か
ら
活
力
を
奪
い
、
企
業
活
動

の
衰
退
化
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
若
者
の
県

外
へ
の
流
出
を
加
速
さ
せ
る
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ

ル
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

徳
島
の
挑
戦

徳
島
の
現
状
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
社
会
を
構

築
す
る
た
め
に
は
「
地
域
の
あ
り
よ
う
」
こ
そ
が
持

続
可
能
な
社
会
へ
の
構
築
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
も
の
は
、
徳
島
が
持
つ
有
形
無
形
の

資
源
の
再
認
識
と
可
能
性
の
掘
り
起
こ
し
に
あ
る
。

以
下
に
取
り
組
み
事
例
を
４
点
挙
げ
る
。

�
神
山
町
の
事
例

神
山
町
は
２
０
２
０
年
１
月
の
推
計
人
口
が
５
２

０
０
余
人
と
い
う
小
さ
な
町
だ
。
し
か
し
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
環
境
を
整
備
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
通
じ
た
古

民
家
や
蔵
を
改
装
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
展

開
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）系
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

誘
致
に
成
功
。
常
住
者（
移
住
者
）の
増
加
や
開
発
拠

点
の
設
立
に
伴
い
地
元
で
新
た
な
雇
用
が
生
ま
れ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、１
９
７
０
年
以
降
初
め
て「
社
会

増
」を
達
成
し
、先
進
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

�
若
者
の
就
職
・
定
住
応
援
活
動

若
者
の
県
内
定
住
の
た
め
に
は
、
就
職
や
定
住
に

向
け
て
の
支
援
情
報
発
信
は
不
可
欠
だ
。
徳
島
の
魅

力
発
信
サ
イ
ト
「
と
く
し
ま
若
者
応
援
サ
イ
ト
『
Ａ

Ｗ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
』（
あ
わ
い
ろ
）」
を
開
設
し
、
若
者
自
ら

が
情
報
配
信
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
徳
島
の
シ
ン

林

香
与
子

は
や
し

か
よ
こ

持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て
徳
島
の
挑
戦

徳
島
県
経
営
者
協
会
会
長
／
マ
ル
ハ
物
産
会
長
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ボ
ル
で
あ
る
眉
山
山
頂
か
ら
市
街
地
を
巻
き
込
ん
だ

�
徳
島
を
ア
ソ
ビ
尽
く
す
�こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
毎

年
春
と
秋
に
開
催
さ
れ
る
複
合
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
「
マ
チ
★
ア
ソ
ビ
」
は
、
多
く
の
若
者
が
県
内

外
か
ら
訪
れ
る
徳
島
有
数
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に
成

長
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
２
０
１
８
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白

歌
合
戦
で
の
米
津
玄
師
の
出
演
は
、
会
場
と
な
っ
た

大
塚
国
際
美
術
館
の
来
場
者
が
５
割
増
し
と
な
る
な

ど
、
徳
島
の
魅
力
度
を
大
い
に
高
め
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
国
の
基
本
計
画
に
あ
る
「
四
国
新
幹

線
」
は
、
徳
島
の
み
な
ら
ず
四
国
の
経
済
や
観
光
、

若
者
の
定
住
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
新
大
阪
ま
で
の
延
伸（
２
０
３

７
年
予
定
）に
あ
わ
せ
て
開
業
で
き
る
よ
う
、
働
き

か
け
を
強
め
て
い
き
た
い
。

�
女
性
の
活
躍
推
進

私
は
昨
年
６
月
、
全
国
の
経
営
者
協
会
で
初
め
て

の
女
性
会
長
に
就
任
し
た
。
１１
月
に
は
、
徳
島
県
商

工
会
議
所
連
合
会
の
会
長
も
女
性
と
な
り
、
一
昨
年

に
就
任
し
た
徳
島
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
と
あ
わ
せ

て
、
主
要
経
済
３
団
体
の
ト
ッ
プ
が
女
性
と
な
っ
た
。

ま
さ
に
「
阿
波
女
の
神
髄
」
で
あ
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク

や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
導
入
な
ど
働
き
方
改
革

に
努
め
、
女
性
の
社
会
参
加
・
活
躍
を
推
進
し
、
地

方
創
生
の
旗
振
り
役
を
務
め
て
い
き
た
い
。

�
産
学
官
金
の
連
携

「
次
世
代
�
光
�
創
出
・
応
用
に
よ
る
産
業
振
興
・

若
者
雇
用
創
出
計
画
」の
実
施
に
よ
り
、産
学
官
金
が

緊
密
に
連
携
し
て
光
関
連
分
野
の
研
究
、
専
門
的
・

技
術
的
人
材
の
育
成
強
化
、
光
関
連
産
業
の
振
興
等

を
図
り
、
２
０
２
７
年
度
ま
で
に
５
３
０
０
人
の
光

関
連
事
業
へ
の
雇
用
と
１
７
０
０
億
円
の
光
関
連
事

業
の
製
造
品
出
荷
額
等
の
増
加
を
計
画
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

国
連
の
提
唱
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）の
達
成
に
向
け
、
本
県
に
お
い
て
も
「
と
く

し
ま
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
会
議
」
の
設
立
や
「
エ
シ
カ
ル

甲
子
園
」
の
開
催
な
ど
、
行
政
や
経
済
界
、
民
間
団

体
、
教
育
機
関
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
積
極
的
に
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
来
年
度
か
ら
拡
充
強
化
さ
れ

る
「
消
費
者
庁
新
未
来
創
造
戦
略
本
部
」
を
さ
ら
な

る
追
い
風
と
し
て
い
き
た
い
。

当
社
の
取
り
組
み

お
せ
ち
料
理
に
欠
か
せ
な
い
「
レ
ン
コ
ン
」。
穴

が
複
数
開
い
て
い
る
こ
と
か
ら
「
先
が
見
通
せ
る
」

「
見
通
し
が
明
る
い
」、
種
が
多
い
こ
と
か
ら
「
子
孫

繁
栄
」
と
い
う
縁
起
の
良
い
食
べ
物
と
さ
れ
て
い
る
。

私
の
会
社
で
は
、
６０
年
以
上
前
か
ら
規
格
外
の
レ
ン

コ
ン
を
加
工
品
に
し
て
全
国
の
消
費
者
に
お
届
け
し

て
き
た
。
そ
の
過
程
で
地
元
の
障
が
い
者
施
設
と
連

携
し
、
率
先
し
て
障
が
い
者
を
雇
用
し
て
き
た
。
一

方
で
、
農
業
法
人
を
設
立
し
て
耕
作
放
棄
地
を
借
り

受
け
、
自
ら
レ
ン
コ
ン
の
栽
培
を
行
い
、
６
次
産
業

化
の
推
進
に
取
り
組
み
、
地
域
の
雇
用
の
受
け
皿
と

な
っ
て
き
た（
こ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
第
１５
回

渋
沢
栄
一
賞
を
受
賞
）。
今
後
も
、
社
業
の
発
展
と

地
域
貢
献
に
努
め
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
持
続
可
能

な
社
会
の
構
築
に
努
め
て
い
き
た
い
。

春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
向
け
て

さ
て
、
令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
春
季
労
使
交

渉
・
協
議
の
時
期
が
巡
っ
て
き
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

イ
ヤ
ー
と
同
時
に
「
五
輪
の
崖
」
の
年
で
あ
る
。
経

営
者
と
し
て
は
、
世
界
経
済
の
懸
念
が
強
ま
ろ
う
と

求
人
難
で
あ
ろ
う
と
会
社
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
原

点
で
あ
る
。
２
０
２
４
年
に
新
し
い
１
万
円
札
の
肖

像
と
な
る
「
渋
沢
栄
一
翁
」。
そ
の
著
書
『
論
語
と

算
盤
』
の
な
か
で
「
実
業
と
道
徳
が
一
致
し
な
け
れ

ば
、
冨
は
永
続
で
き
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。「
社

会
全
体
の
利
益
に
な
る
企
業
」
と
な
る
べ
く
労
使
が

腹
を
割
っ
て
徹
底
的
に
議
論
し
、「
ワ
ン
チ
ー
ム
」

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

図表 徳島県の将来人口

2060（年）

出所：徳島県人口移動調査結果報告書
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